
年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶拶拶拶拶拶拶拶
挨挨挨挨挨挨
ご
挨挨
ごごごごご
のののの
頭頭頭頭
年
頭頭
年年年年年年年
頭
の
ご
挨
拶

謹 賀 新 年

石巻市　日和山公園

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ

つ
が
な
く
新
し
い
年
を
迎
え
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
は
、
仙

台
市
内
の
ハ
カ
リ
の
定
期
検
査
事
業
、
県

内
の
ハ
カ
リ
の
代
行
検
査
事
業
、
郵
政
計

量
管
理
事
業
、
計
量
普
及
啓
発
事
業
、
研

修
事
業
、
工
業
材
料
試
験
事
業
な
ど
計
量

協
会
の
事
業
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
常
活
動
も
す
っ
か
り
元
通

り
に
な
り
、
計
量
業
界
と
し
て
も
定
時
総

会
や
理
事
会
及
び
計
量
記
念
日
全
国
大

会
、
全
国
計
量
士
大
会
等
の
集
会
が
フ
ル

ス
ペ
ッ
ク
で
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
・

北
海
道
計
量
大
会
も
、
昨
年
は
青
森
で
開

催
さ
れ
宮
城
か
ら
も
多
数
の
会
員
に
参
加

い
た
だ
き
、
翌
日
に
は
現
地
で
の
企
業
視

察
も
行
い
大
い
に
交
流
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
自
動
捕
捉
式

ハ
カ
リ
の
新
規
設
置
分
の
検
定
が
始
ま

り
、
指
定
検
定
機
関
に
よ
る
現
地
検
定
が

粛
々
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
令

和
八
年
度
中
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
既
設
機
の
検
定
業
務
で
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
指
定
検
定
機
関
だ
け
で
は
到
底

手
が
回
ら
な
い
台
数
が
予
測
さ
れ
、
各
県

の
計
量
協
会
所
属
の
計
量
士
の
協
力
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
東
北
で
は
各
県
の

計
量
協
会
が
一
致
団
結
し
て
広
域
で
こ
れ

に
当
た
る
べ
く
、
新
た
な
取
組
み
を
模
索

し
て
い
る
最
中
で
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、

令
和
八
年
度
に
集
中
し
そ
う
な
検
定
業
務

を
令
和
七
年
度
か
ら
前
倒
し
で
行
え
る
よ

う
に
、
各
ユ
ー
ザ
ー
に
も
官
民
一
体
で
周

知
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆

様
方
に
も
様
々
な
場
面
で
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
事
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

毎
年
「
八
木
山
動
物
公
園
」
で
開
催
し

て
来
た
「
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
を
、

昨
年
も
十
月
二
十
七
日
の
日
曜
日
に
晴
天

の
も
と
開
催
致
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
朝
一
番
か
ら
大
勢
の
市
民
の
皆
様
が

来
園
さ
れ
、
我
々
が
目
指
し
て
来
た
計
量

思
想
の
普
及
・
啓
発
が
大
い
に
図
ら
れ
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
が
収
束
し
そ
う
だ
と

思
っ
た
ら
、
今
度
は
衆
議
院
選
挙
で
与
党

が
過
半
数
割
れ
に
な
る
な
ど
、
政
治
的
に

は
混
迷
が
深
ま
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
我
々
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
、
原

材
料
不
足
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
か
ら
来
る

物
価
高
に
加
え
て
人
手
不
足
か
ら
来
る
人

件
費
Ｕ
Ｐ
に
も
対
応
せ
ざ
る
を
得
ず
、
引

き
続
き
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
ま

す
。
幸
い
、
我
が
宮
城
県
計
量
協
会
の
事

業
は
世
の
中
の
経
済
活
動
に
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
の
た
め
、
計
画
通
り
順
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、
計
量
・
計

測
と
い
う
世
の
中
の
基
準
を
供
給
・
維
持

す
る
仕
事
の
重
要
性
と
安
心
・
安
全
へ
の

貢
献
を
再
確
認
し
て
、
協
会
の
み
な
ら
ず

我
々
会
員
全
体
が
よ
り
強
靭
な
基
盤
を
確

立
し
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
ょ

う
。

　

本
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
奮
闘
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
パ
リ
二
〇
二
四
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
本
県
ゆ
か
り
の
選

手
が
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
銀
メ
ダ
ル
三
個
、

銅
メ
ダ
ル
一
個
を
獲
得
す
る
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
さ
れ
、
私
た
ち
県
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
夏
に
は
記
録
的
な
大
雨
や
台
風
が

続
き
、
東
北
地
方
に
お
い
て
も
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
本
県
は
被
災
地
の
復
興
完
了
に
向
け

た
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
大
規
模
化
・
多
様
化
す
る
自

然
災
害
へ
の
備
え
、
依
然
と
し
て
続
く
物
価
高

騰
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、「
新
・

宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
将
来
像
の

実
現
に
向
け
、
県
民
一
人
一
人
が
幸
福
を
実
感

し
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
な
が
ら
持
続
的
な

発
展
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
今
年
は
次
の

三
点
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
人
口
減
少
対
策
」
で
す
。
結
婚

や
妊
娠
、
子
育
て
を
望
む
人
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
・
子
育

て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
環
境
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
若
者
が
県
内
に

定
着
で
き
る
よ
う
、
質
の
高
い
雇
用
の
創
出
や

県
内
就
職
の
促
進
等
を
図
る
と
と
も
に
、
県
内

企
業
と
外
国
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
を
推

進
し
、
外
国
人
の
確
保
・
定
着
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
変
革
み
や
ぎ
の

実
現
」
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
フ
ル
活
用
し
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

県
内
産
業
の
活
性
化
、
働
き
方
改
革
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
県
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア
プ
リ
を
活

用
し
、
災
害
時
と
日
常
時
の
両
方
で
利
便
性
の

高
い
県
民
ア
プ
リ
と
し
て
の
普
及
拡
大
を
、
市

町
村
と
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
半
導
体
を
は
じ
め
と
す
る
成
長

産
業
の
誘
致
・
育
成
」
で
す
。
半
導
体
は
、
脱

炭
素
や
省
電
力
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
な
ど
、

様
々
な
社
会
的
問
題
の
解
決
に
不
可
欠
な
技
術

で
あ
り
、
今
後
も
関
連
市
場
の
成
長
や
経
済
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
産
業
で
す
。
こ

の
た
め
、
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
や
取
引
創

出
等
を
推
進
し
な
が
ら
、
関
連
産
業
の
誘
致
・

集
積
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宮
城
の
新
時
代
を
切
り
開
く
と
い
う
強
い
思

い
で
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
本
市
の

計
量
行
政
を
は
じ
め
市
政
各
般
に
わ
た
り
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
令
和
七
年
度
に
次
期
仙
台
市
消

費
生
活
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。「
消

費
者
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
目

指
し
、
国
で
も
第
五
期
消
費
者
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
計
量
検
査
制
度

は
消
費
生
活
の
安
全
・
安
心
の
基
盤
と
い
え
る

制
度
で
す
。
市
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る

た
め
に
も
、
適
正
な
計
量
行
政
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、新
た
な
計
画
に
も
計
量
に
関
す
る
調
査
・

指
導
・
啓
発
の
た
め
の
施
策
を
し
っ
か
り
と
取

り
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
は
じ
ま

り
、
豪
雨
災
害
が
続
い
た
ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
の
発
表
な
ど
、
大
き
な
災
害
等

へ
の
対
応
が
続
い
た
年
で
し
た
。
市
民
生
活
の

様
子
を
見
ま
す
と
、
こ
う
し
た
災
害
に
関
連
し

て
、
買
い
占
め
な
ど
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
物
資

の
不
足
が
続
い
た
ほ
か
、
消
費
者
物
価
指
数
は

上
昇
を
続
け
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
増
加
す
る
な

ど
、
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期
購
入
の
相　

談
が
相
次
ぐ
と
と
も
に
、
投
資
や
副
業
に
関
す

る
詐
欺
的
被
害
や
多
重
債
務
の
相
談
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
年
に
は
、
こ
う
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

　

貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
市
の
指
定

定
期
検
査
機
関
と
し
て
、
安
定
し
た
検
査
の
実

施
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
円
滑
な

計
量
行
政
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
、
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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変
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を
目
指
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て

新
年
の
あ
い
さ
つ



　

令
和
六
年
度
定
時
総
会
が
、
六
月
五
日
、
仙

台
市
「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
委
任
状
を
含
む
百
十
八
名
（
内
、
議

決
権
所
有
出
席
二
十
三
名
）
が
出
席
し
開
会
し

た
。 

　

議
案
は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
三
案

（
後
掲
）
に
つ
い
て
松
倉
事
務
局
長
よ
り
説
明

が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。

　

議
案
承
認
後
、
松
倉
事
務
局
長
か
ら
報
告
事

項
と
し
て
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
、
同
収
支

予
算
、
計
量
功
労
者
表
彰
及
び
今
後
の
主
な
行

事
・
研
修
会
等
の
報
告
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
頂
き
、

計
量
功
労
者
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
表
彰

式
は
、
宮
城
県
知
事
褒
賞
一
名
、
計
量
協
会
会

長
表
彰
一
名
、
同
褒
賞
四
名
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
、
表
彰
者
代
表
と
し
て
日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

の
越
谷 

明
子 

氏
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
宮
城
県
知
事
代

理
の
沼
田 

麻
美 

宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産

業
立
地
推
進
課
課
長
、
渡
辺 

博 

仙
台
市
議
会

議
員
よ
り
受
賞
者
の
方
々
へ
の
ご
祝
辞
を
頂

き
、
ま
た
、
新
澤 

博
行 

宮
城
県
計
量
検
定
所

長
、
柴
田 

恵
美 

仙
台
市
市
民
局
生
活
安
全
安

心
部
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
に
も
ご
臨
席
頂

き
、
無
事
表
彰
式
を
終
了
し
た
。

★
宮
城
県
知
事
褒
賞

　
　
　

越
　
谷
　
明
　
子
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

★
（
一
社
）
宮
城
県
計
量
協
会
長
表
彰

　
　
　
柴
　
田
　
和
　
寛
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

★
（
一
社
）
宮
城
県
計
量
協
会
長
褒
賞

　
　
　
橋
　
本
　
　
　
薫
　
氏

（
公
財
）
宮
城
県
公
害
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
相
　
澤
　
幸
　
太
　
氏

（
公
財
）
宮
城
県
公
害
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
小
　
野
　
寺
　
耕
　
氏

 

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

　
　
　
佐
　
藤
　
浩
　
一
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

《
第
一
号
議
案
》

〇
令
和
五
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
松
倉
事
務
局
長
よ
り
説
明
が
な

さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
令
和
五
年
度
の
会
員
状
況
、
総
会
・
理
事
会

等
の
主
要
会
議
報
告

一
　
計
量
思
想
普
及
、
啓
発
事
業

●

「
二
〇
二
三
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
の
イ

ベ
ン
ト
関
連
事
業

●

計
量
証
明
主
任
計
量
者
講
習
会
、
測
定
の
基

礎
研
修
会
等
、
各
種
講
習
会
の
開
催

●

計
量
功
労
者
表
彰
事
業

●

計
量
関
係
情
報
の
提
供　

活
動
状
況
を
機
関

誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信

二
　
指
定
定
期
検
査
機
関
事
業
　
仙
台
市
指
定
　

定
期
検
査
機
関
業
務
等
の
実
施

三
　
計
量
器
検
査
事
業

●

代
検
査
事
業
、
校
正
事
業
、
一
軸
試
験
機
校

正
事
業

四
　
官
公
庁
受
託
事
業

●

宮
城
県
か
ら
の
受
託
事
業　

県
産
業
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
依
頼
試
験
及
び
試
験
機
器
保

守
管
理
業
務

●

仙
台
市
の
特
定
計
量
器
、
商
品
量
目
の
立
入

検
査
補
助
業
務
及
び
基
準
分
銅
の
管
理
業

務
委
託

五
　
計
量
管
理
受
託
事
業

《
第
二
号
議
案
》

　
令
和
五
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

事
業
活
動
収
入

　
　

一
〇
四
、一
八
六
千
円

　

事
業
活
動
支
出

　
　

一
〇
二
、五
九
一
千
円

　

事
業
活
動
等
の
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
松
倉

事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
監
事
よ

り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

《
第
三
号
議
案
》

　
役
員
の
一
部
改
選
に
つ
い
て

　

新
役
員
と
会
社
人
事
異
動
に
伴
い
辞
任
し
た

役
員
の
後
任
理
事
の
提
案
が
事
務
局
か
ら
提
示

さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

一　

新
役
員

　
　
　
　

新
理
事　

工
藤　
　

将　

氏　

就
任

第
六
十
七
回 

定
時
総
会
開
催

第
六
十
七
回 

定
時
総
会
開
催

令
和
六
年
度

●
 

計
量
功
労
者
受
賞
者 ●



　

二　

異
動
に
伴
う
交
代

　
　
　
　

前
理
事　

安
藤　

輝
彦　

氏　

辞
任

　
　
　
　
　

同　
　

大
根
田
敬
二　

氏　

辞
任

　
　
　
　
　

同　
　

加
藤　

潤
美　

氏　

辞
任

　
　
　
　
　

同　
　

小
坂　
　

隆　

氏　

辞
任

　
　
　
　
　

同　
　

結
城　
　

勇　

氏　

辞
任

　
　
　
　

新
理
事　

荒
井　

広
治　

氏　

就
任

　
　
　
　
　

同　
　

佐
　々

邦
明　

氏　

就
任

　
　
　
　
　

同　
　

邊
見　

義
尚　

氏　

就
任

　
　
　
　
　

同　
　

安
田　
　

剛　

氏　

就
任

　
　
　
　
　

同　
　

加
藤　
　

惇　

氏　

就
任

《
報
告
事
項
》

〇
令
和
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

①
令
和
六
年
度
事
業
計
画
の
概
要
説
明（
後
掲
）

②
令
和
六
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
　

事
業
活
動
収
入

　
　
　

一
〇
七
、〇
七
九
千
円

　
　

事
業
活
動
支
出

　
　
　

一
〇
六
、六
七
九
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
表
参
照
）

③
計
量
功
労
者
表
彰

④
検
査
手
数
料
の
改
定
に
つ
い
て

⑤
令
和
六
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
日
程

に
つ
い
て

《
令
和
六
年
度
事
業
計
画
》

一
　
計
量
思
想
普
及
、
啓
発
事
業

　

●
計
量
記
念
日
事
業

　
　
「
二
〇
二
四
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

　

●
計
量
に
係
る
研
修
会
・
講
習
会
開
催

　

●
計
量
証
明
事
業
の
主
任
者
講
習
会
の
開
催

　

●
計
量
に
係
る
資
料
の
作
成
・
配
布
、
情
報

の
提
供

二
　
指
定
定
期
検
査
機
関
事
業

　

●
仙
台
市
の
指
定
定
期
検
査
機
関
と
し
て
、

仙
台
市
内
の
特
定
計
量
器
（
質
量
計
）
の

定
期
検
査
実
施

　
今
年
度
検
査
対
象
区
域

　
　
若
林
区
・
泉
区
・
宮
城
野
区

　
　
　
一
、五
八
七
事
業
所

　
　
　
四
、六
四
九
台

　
　
検
査
日
数
　
約
二
一
九
日

三
　
計
量
器
検
査
事
業

　

●
代
検
査
事
業

　
　

計
量
行
政
機
関
に
代
わ
る
計
量
士
に
よ
る

検
査
及
び
計
量
証
明
検
査
を
実
施

　
　
県
内
（
十
六
市
町
）

　
　
　
九
一
六
事
業
所

　
　
　
三
、
四
二
四
台

　

●
計
量
器
・
分
銅
の
校
正
事
業

　
　
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
標
章
を
付
与
し
な
い
校
正
を
実
施

　

●
一
軸
試
験
機
校
正
事
業

　
　

計
量
標
準
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
体
系
と
し

て
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
校
正
等
を
（
一
社
）
日
本
計

量
振
興
協
会
の
校
正
課
員
と
し
て
実
施

四
　
官
公
庁
受
託
事
業

　

●
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
依
頼
試
験
及

び
試
験
機
器
保
守
管
理
等
業
務
の
受
託

　

●
仙
台
市
の
特
定
計
量
器
、
商
品
量
目
の
立

入
検
査
補
助
業
務
及
び
基
準
分
銅
の
管

理
業
務
の
受
託

五
　
計
量
管
理
受
託
事
業

　

●
大
規
模
小
売
店
等
の
計
量
器
検
査
及
び
商

品
量
目
の
検
査
を
計
量
士
の
指
導
の
下
、

実
施

　

●
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵
便
局
等
の
適
正

計
量
管
理
事
業
所
に
係
る
計
量
管
理
の

実
施

六
　
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
事
業

　

●
宮
城
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
所
と
し

て
、
工
業
材
料
依
頼
試
験
、
特
定
計
量

器
の
検
定
及
び
定
期
検
査
の
申
請
者
へ

宮
城
県
収
入
証
紙
を
販
売

七
　
計
量
関
係
情
報
の
提
供

　

●
計
量
情
報
・
会
員
情
報
及
び
協
会
活
動
状

況
を
機
関
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
効

果
的
に
発
信



　

令
和
六
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
が
、

十
月
三
日
（
木
）
青
森
県
青
森
市
「
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
計
量
行
政
室
、
国
立
研
究
開
発
法

人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
並
び
に
各
道
県
の
計

量
行
政
機
関
、
計
量
団
体
、
会
員
約
百
十
名
あ

ま
り
が
集
い
、
開
会
宣
言
の
後
、
令
和
五
年
度

計
量
関
係
物
故
者
と
能
登
半
島
地
震
、
大
雨
災

害
者
へ
黙
祷
を
捧
げ
、
令
和
六
年
度
東
北
六
県

北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
長 

石
原 

洋
三
の
歓

迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
令
和
六
年
度
の
計
量
功
労

者
六
名
二
社
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
県
か
ら

は
エ
ヌ
エ
ス
環
境
株
式
会
社
の
川
越 

振
一
郎

理
事
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

次
に
大
会
記
念
事
業
と
し
て
、「
一
般
社
団

法
人
青
森
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
」
を
通
じ
青

森
県
内
の
幼
稚
園
に
記
念
品
の
乳
幼
児
用
体
重

計
を
寄
贈
し
一
般
社
団
法
人
青
森
県
私
立
幼
稚

園
連
合
会
会
長 

山
西 

幸
子 

様
か
ら
謝
辞
を
頂

戴
し
た
。

　

続
い
て
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
最
後

に
経
済
産
業
省
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
環
境
局　

計
量
行
政
室 

仁
科 

孝
幸 

室
長
や
青
森
市 

西　

秀
記 

市
長
（
前
青
森
県
計
量
協
会
長
）
を
は

じ
め
多
数
の
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、

大
会
は
終
了
し
た
。

　

計
量
大
会
に
引
き
続
き
、
第
七
十
一
次
東
北

六
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
総
会
が
会
則
に

従
い
開
催
地
の
青
森
県 
石
原 
洋
三 

計
量
協
会

長
が
議
長
に
就
き
開
催
報
告
を
受
け
て
か
ら
議

事
に
入
っ
た
。

　

提
案
議
題
は
次
の
と
お
り
。

議
題
一

　
既
使
用
「
自
動
捕
捉
式
は
か
り
」
の

　
　
　
　
　
山
谷
（
凸
凹
）
対
策
に
つ
い
て

　（
福
島
県
）

　

既
使
用
の
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
使
用
制
限

が
令
和
九
年
四
月
よ
り
開
始
さ
れ
る
が
、
検
定

（
二
年
毎
）
を
令
和
八
年
度
ま
で
に
実
施
す
る

場
合
、
令
和
八
年
度
（
偶
数
年
度
）
に
検
定
実

施
の
集
中
が
予
想
さ
れ
る
。

　

検
定
は
二
年
に
一
度
受
検
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
も
継
続
し
て
偶
数
年
度
に
検
定
が
集

中
し
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
区
域
が
広

い
こ
と
か
ら
困
難
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
山
谷

（
凸
凹
）
対
策
に
つ
い
て
、
意
見
を
伺
い
た
い

と
の
こ
と
。

　

こ
の
議
題
に
対
し
て
、
仁
科
計
量
行
政
室
長

は
、
過
去
に
検
定
期
間
延
長
に
伴
っ
た
、
山
谷

問
題
は
あ
っ
た
の
で
参
考
に
対
応
を
し
て
い

く
。
新
し
い
制
度
な
の
で
ユ
ー
ザ
ー
団
体
へ
働

き
か
け
を
行
う
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
昨
年
に
つ
づ
き
詳
細
な
調
査
を
継
続

中
。

議
題
二

　
連
合
会
会
則
の
改
正
に
つ
い
て

（
青
森
県
）

　

現
在
、
東
北
六
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合
会

会
則
に
従
い
、
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
開
催
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
不
測
の
事

態
が
発
生
し
た
際
、
開
催
県
の
判
断
で
延
期
、

縮
小
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
改
正
・
追
加
を
提

案
す
る
。

　

こ
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
連
合
会
総
会
前
に

行
わ
れ
た
令
和
六
年
度
東
北
六
県
北
海
道
計
量

協
会
長
・
同
計
量
士
会
長
合
同
会
議
で
岩
手
県

よ
り
「
会
長
に
一
任
す
る
」
と
の
内
容
で
全
て

が
網
羅
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
提
案
が
あ
り

総
会
で
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
題
三

　
連
合
会
総
会
の
次
期
開
催
地
に
つ
い
て

（
青
森
県
）

　

次
期
開
催
県
を
連
合
会
会
則
第
五
条
に
よ
り

山
形
県
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
。
大
会
旗
が
（
一
社
）

山
形
県
計
量
協
会
・
河
合 

直
樹 

会
長
へ
引
き

継
が
れ
た
。

　

そ
の
後
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
青
森

市
の
ね
ぶ
た
祭
の
囃
子
の
披
露
と
ハ
ネ
ト
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
参
加
者
で
ね
ぶ
た
祭
り
を

体
感
し
、
青
森
県
の
地
酒
を
堪
能
し
計
量
関
係

者
と
交
流
を
深
め
た
。

東
北
・
北
海
道
計
量
大
会

東
北
・
北
海
道
計
量
大
会

令
和
六
年
度

十
月
三
日
（
木
）
「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
」

大　会　宣　言
　計量制度は、国民生活と経済の発展・向上に欠くことのできないものである。
　我々は、適正な計量制度に寄与された先人の偉業を貴重な財産として受け継ぎ、こ
れを次の世代に残すべきその使命と重要性を自覚し、計量思想の普及啓発と適正計量
の確保に最大の努力を傾注し続けてきた。
　今日、計量業界では、民間事業者の参入促進、技術革新や社会的環境変化への対応、
規制範囲・規定事業等の再整理・明確化など、計量制度の見直しが行われ大きな転換
期となっているものの、国民生活への安心安全な計量制度は、いつまでも変わらず提
供されなければならない。
　我々は、これら社会的要求に応えるためにも、適正な計量の実施を確保する使命感
を持ち、「くらしを守る確かな基準…計量・計測」「安心・安全な社会は正しい計量から」
のスローガンを掲げ、達成実現に向けて最善の努力を尽くすことを重ねて決意し、本
大会の名において宣言する。
　　令和 6年 10月 3日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北・北海道計量大会

第
七
十
一
次

　
東
北
六
県
北
海
道

　
計
量
協
会
連
合
会
総
会



のののののひひひひろろろろばばば量のひろば量のひろば量量ののののののひひひひひろろろろろろろろろばばばばばばば
2024年10月27日（日）

八木山動物公園フジサキの杜
2024年10月27日（日）

八木山動物公園フジサキの杜

　今年もいろいろなチャレンジコーナーを用意しました。
　恒例の「111gを当てよう」や「ビニールを引っ張っ
てみよう」「長さを切ってみよう」の他に、 新企画「ジャ
ストタイムをはかろう」のコーナーでは来場者もス
タッフも一緒に大盛り上がりでした。

よう」の他に、 新企画「ジャ
のコーナーでは来場者もス
がりでした。

目分量って難しい… 日電検のイライラ棒

ビニール引張は根性一択 地味に燃えます

111ｇを当てよう ジャストタイムをはかろう

う～ん

惜しい

すごい！

簡単
だよ～

え…
むずっ

おまけして～

★八木山動物公園の皆様、ご協力ありがとうございました

答解 説解動物クイズの動物クイズの とと



2200222444 みみみみやややややぎぎぎ2024 みやぎ2024 みやぎ2220000002222224444444 みみみみややぎぎ
　秋晴れの10月27日（日）、「2024 みやぎ計量のひろ
ば」が八木山動物公園フジサキの杜で開催いたしまし
た。（宮城県・仙台市共催）
　開会式と並んで、夏休み期間に募集した「計量記念
日ポスター」と「計量啓発標語」の表彰式が行われ、
表彰状と副賞を贈呈いたしました。
　用意した景品が在庫切れになるほどチャレンジコー
ナーは大盛況で、延べ2000人以上がご参加ください
ました。

鍋島会長 新澤 検定所長 顧問 渡辺市議

2024ポスター

計量啓発標語応募作品

表彰式 ポスター応募作品

正しい計量で　得られる信頼　計り知れない　

あなたの健康を守る　正しい計量
あぶないよ　人生変わる　その一目盛り
きっちり計量　しっかり定期検査
牛にゅうに　ミリリットルを　はっけんだ
継続しよう　正しさを　計量では当たり前のことを
計量メーター　故障と疑う　光熱費
この夏の　汗の量を　はかってみたい
正しく計れば　つながる　正しい安心
夏休みの児童館　熱中症計と睨めっこ
二酸化炭素量　正しく計って　快適空間
バレンタイン　目分量で　失敗作
三笘の１ミリ　細谷の数ミリ　勝敗分ける厳しい目

藤本 健伸 さん
最優秀賞

フェアプレイ　支える大事な　一目盛 村山 そよ さん
優秀賞

健康・環境　守るため　正しい計量　未来へつなげ 宮本 理央 さん
何事も　正しく計れば　不満なし 高橋 恵美 さん

佳　作

齋 藤 柚 奈 さん
最優秀賞

矢 田 賢 杜 さん
優秀賞

濱　陽 乃 さん
宍 戸 いろは さん

佳　作



　　

一
般
計
量
証
明
事
業
主
任
計
量
者
の
資
格
を

取
得
さ
れ
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
方
々
を
対

象
と
し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度

一
般
計
量
証
明
事
業
主
任
計
量
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

【
日
時
】
令
和
六
年
三
月
十
二
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜
十
四
時

【
場
所
】
ホ
テ
ル
白
萩　

三
階

主
な
講
習
内
容

一　

計
量
証
明
事
業
所
立
入
検
査
状
況
等

二　

計
量
法
の
概
要

三　

計
量
証
明
事
業
事
務
手
続
き
等

四　

質
量
計
の
基
礎
知
識

五　

質
疑
応
答

　
令
和
六
年
度
開
催
予
定

　
【
日
時
】
令
和
七
年
三
月
十
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜
十
四
時

　
【
場
所
】
宮
城
県
計
量
検
定
所

　

※
詳
細
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

計
量
証
明
の
事
業
を
行
う
者
は
、
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
登
録
が
必
要
で

す
。（
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
等
は
、

除
く
）

　

こ
の
講
習
会
は
、
宮
城
県
が
実
施
す
る
主
任

計
量
者
認
定
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と

と
、
適
正
な
計
量
証
明
事
業
者
の
確
保
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

講
習
内
容

①
計
量
法
概
論

②
質
量
計
の
知
識

③
計
量
に
関
す
る
基
礎
知
識

（
演
習
を
含
む
）

　

今
年
度
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。
講

習
会
を
修
了
し
た
受
講
者
に
は
修
了
証
が
交
付

さ
れ
、
講
習
会
終
了
後
、
宮
城
県
に
よ
る
主
任

計
量
者
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回

【
日
時
】
令
和
六
年
六
月
二
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
〜
十
四
時
三
十
分

【
場
所
】
宮
城
県
計
量
検
定
所 

二
階
大
会
議
室

第
二
回

【
日
時
】
令
和
六
年
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
〜
十
四
時
三
十
分

【
場
所
】
宮
城
県
計
量
検
定
所 

二
階
大
会
議
室

　

二
〇
二
四
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量
士
協
議

会
は
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）、
札
幌
市
「
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
」
に
お
い

て
、
来
賓
の
北
海
道
計
量
検
定
所 

佐
々
木
所

長
、（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協
会 

金
井
副
会

長
、
ア
ン
リ
ツ
イ
ン
フ
ィ
ビ
ス
（
株
）
鈴
木
取

締
役
を
始
め
、
東
北
・
北
海
道
地
区
の
計
量
士

並
び
に
関
係
者
三
十
九
名
が
一
堂
に
集
ま
り
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●

議
題
一

　（
情
報
交
換
）
指
定
検
定
機
関
と
の
連
携
・

協
力
に
つ
い
て
（
北
海
道
）

●

議
題
二

　
次
期
開
催
県
に
つ
い
て
　（
北
海
道
）

　

議
題
一
の
指
定
検
定
機
関
と
の
連
携
・
協
力

に
つ
い
て
は
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り
指
定
検
定

機
関
で
あ
る
ア
ン
リ
ツ
鈴
木
取
締
役
を
交
え
て

各
道
県
の
状
況
を
踏
ま
え
た
情
報
交
換
が
な
さ

れ
、
今
後
の
東
北
・
北
海
道
地
区
に
お
け
る
自

動
捕
捉
式
は
か
り
の
検
定
業
務
に
つ
い
て
問
題

提
起
や
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
の
後
、
日
計
振
金
井
副
会
長
か
ら
「
指

定
検
定
機
関
の
動
向
と
連
携
協
力
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
「
指

定
検
定
機
関
か
ら
の
計
量
士
に
対
す
る
協
力
要

請
に
つ
い
て
」
と
し
て
ア
ン
リ
ツ
鈴
木
取
締
役

に
指
定
検
定
機
関
と
し
て
の
現
状
や
今
後
の
指

定
検
定
業
務
に
つ
い
て
の
見
解
、
東
北
・
北
海

道
地
区
の
計
量
士
と
指
定
検
定
機
関
が
協
力
し

て
活
動
し
て
い
く
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
講
話

を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ

協
議
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度

　
計
量
証
明
事
業

　
　
　
主
任
計
量
者
講
習
会

二
〇
二
四
年
度

第
四
十
三
回  

東
北
・
北
海
道

　
　
　
　
　
計
量
士
協
議
会

計
量
証
明
事
業
主
任
計
量
者

　
　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会



　

自
動
は
か
り
と
は
「
計
量
結
果
を
得
る
た
め

に
所
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
動
作
し
、
計

量
過
程
で
操
作
者
の
介
在
を
必
要
と
し
な
い
は

か
り
」
の
こ
と
で
、
計
量
法
に
お
け
る
自
動
は

か
り
は
次
の
五
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
①
　
自
動
捕
捉
式
は
か
り

　
②
　
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル

　
③
　
充
填
用
自
動
は
か
り

　
④
　
コ
ン
ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル

　
⑤
　
そ
の
他
の
自
動
は
か
り

　

こ
の
う
ち
検
定
対
象
と
な
る
の
は
①
〜
④
で

す
が
、
使
用
制
限
の
開
始
時
期
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。

　

特
に
既
使
用
の
自
動
捕
捉
式
は
か
り
に

つ
い
て
は
既
に
検
定
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
二
七
年
（
令
和
九
年
）
三
月
ま
で
に
検
定

に
合
格
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
同
年
四
月
以
降

は
取
引
証
明
行
為
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

自
動
は
か
り
の
検
定
は
国
か
ら
指
定
を
受

け
た
「
指
定
検
定
機
関
」
が
行
い
ま
す
が
、

二
〇
二
七
年
（
令
和
九
年
）
三
月
の
使
用
制
限

が
開
始
さ
れ
る
直
前
で
の
検
定
申
請
の
集
中
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
国
及
び
指
定
検
定
機
関
は
、
関
係

事
業
者
に
対
し
て
可
能
な
限
り
早
期
の
検
定
受

検
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
検
定
機
関
は
次
の
六
社
と
な
り
ま
す
。

　
❶
　
株
式
会
社
寺
岡
精
工

　
　
　
株
式
会
社
デ
ジ
ア
イ
ズ

　

❷　

大
和
製
衡
株
式
会
社

　
❸
　
株
式
会
社
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ

　
❹
　
ア
ン
リ
ツ
イ
ン
フ
ィ
ビ
ス
株
式
会
社

　
❺
　
全
国
自
動
は
か
り
検
定
株
式
会
社

　
❻
　
一
般
社
団
法
人
日
本
海
事
検
定
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
六
年
十
二
月
現
在
）

　

自
動
は
か
り
の
検
定
の
詳
細
に
つ
い
て
は
経

済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
考
く
だ
さ

い
。

自
動
は
か
り（
自
動
捕
捉
式
は
か
り
）の

　
　
　
　
　
　
　
検
定
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

経済産業省産業技術環境局計量行政室のホームページより一部変更して掲載

　　優良事業所視察研修会 ● ㈱津軽バイオマスエナジー
● かねさ㈱in 青森　10月４日（金）

　10月４日（金）、優良事業所視察研修を会員・事務局含
め11名の参加により行いました。今回は東北・北海道計
量大会の翌日に、当番県であった青森県内の事業所２か所
を見学いたしました。コロナ禍以降、久しぶりの優良事業
所視察研修会となります。
　最初の訪問先は「㈱津軽バイオマスエナジー」です。
　こちらの事業所は間伐材を燃料とし蒸気タービンで発
電、その電力を電力会社に売電している事業所です。発電
機である蒸気タービンの燃料（木材チップ）は主に青森の
特産品であるりんごの剪定枝を使用しています。
　それらの資源の収集運搬による地元の活性化、バイオマ
スエネルギー施設や関連設備の管理運営により新しい雇用
が発生し、地域社会の活性化に貢献しているそうです。
　また発電の際に発生する熱を利用し、隣接するビニール
ハウスでミニトマトを栽培し、理想的な循環型社会が形成

されていました。
　続いて訪問したのは、津軽みそで有名な「かねさ㈱」です。
日本での味噌の消費量が減少しているなか、単身家庭でも手
軽に味噌汁を飲めるようにと開発されたパラミソ（顆粒味噌）
は、工場を増設するほど力を入れている商品とのことです。
工場内は味噌という伝統食品をオートメーション化された
機械により製造する過程が見学できました。残念ながら洗
浄中の箇所もあり、全ての製造工程が稼働していたわけで
はありませんでしたが、工場内見学の他に動画による業務
内容の説明や商品開発の歴史などを分かりやすく解説して
いただきました。
　工場側としてもコロナ禍が収束し工場見学を再開して初
めての見学グループということもあり、普段の生活が戻り
つつある空気を感じられる視察研修会でした。



合
格
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
主
任
計
量
者
を
対

象
に
し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
例
年
三
月

頃
開
催
、
主
催
：
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
計
量

協
会
）
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

■
商
品
量
目
検
査

　

商
品
の
流
通
が
活
発
に
な
る
中
元
期
及
び
年

末
年
始
の
時
期
に
、
計
量
法
で
定
め
る
特
定
商

品
（
食
料
品
等
）
に
つ
い
て
、
仙
台
市
を
除
く

県
内
全
域
の
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
を
対
象
に
、

商
品
量
目
立
入
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
検
査
で
は
、
商
品
の
乾
燥
等
に
よ
る
量
目
不

足
の
事
例
や
、
は
か
り
の
設
置
状
態
の
不
適
切

な
事
例
が
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
係
事
業

者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
日
頃
よ
り
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
定
期
検
査

　

取
引
又
は
証
明
に
使
用
さ
れ
る
非
自
動
は
か

り
、
分
銅
、
お
も
り
に
つ
い
て
は
、
二
年
に
一

回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
定
期
検
査
に
つ
い
て
は
、

集
合
形
式
で
、
市
町
村
単
位
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
実
施
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
県
内
市
町
村

（
仙
台
市
を
除
く
）
を
、
西
暦
で
偶
数
年
と
奇

数
年
で
実
施
す
る
地
域
に
分
け
て
い
ま
す
。
令

和
七
年
度
は
六
市
十
一
町
一
村（
※
）を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
検
査
の
日
時
、
場
所
は
県
公
報

や
、
当
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
該
当
市
町
村
の
事
業
者
の
方
々
に

つ
き
ま
し
て
は
、
忘
れ
ず
に
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
例
年
、
検
査
の
結
果
、
不
合
格
と
な
る
は

か
り
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、
受
検

者
に
対
し
廃
棄
又
は
修
理
あ
る
い
は
新
規
購
入

の
い
ず
れ
か
の
対
応
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
修

理
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
修
理
の
相
談
が
あ
っ

た
際
に
は
、
対
応
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

 

計
量
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
本
県
の
計
量

行
政
に
つ
い
て
、
日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宮
城
県
計
量
検
定
所
で
は
、
計
量
法
に
基
づ

き
、
適
正
な
計
量
の
実
施
の
確
保
と
消
費
者
保

護
な
ど
の
観
点
か
ら
、
計
量
関
係
事
業
者
の
登

録
及
び
届
出
等
の
ほ
か
、
特
定
計
量
器
な
ど
の

検
査
・
検
定
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

の
主
な
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

宮
城
県
で
は
、
県
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政

の
業
務
効
率
化
の
た
め
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
を
図

る
こ
と
と
し
、
令
和
七
年
二
月
以
降
、
順
次
全

庁
に
展
開
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
（
一

部
の
行
政
手
続
き
で
は
先
行
導
入
済
）、
計
量

法
関
係
の
各
種
申
請
・
届
出
等
と
検
定
・
検
査

手
数
料
納
付
に
関
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
の
準
備
を
現
在
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
実

施
時
期
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
い
次

第
、
当
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
円
滑
な
対
応
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
立
入
検
査

　

例
年
、
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、
計
量

証
明
事
業
者
、
届
出
修
理
事
業
者
等
へ
の
立
入

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
検
査

で
の
指
摘
事
項
と
し
て
多
い
の
が
、
一
「
代
表

者
等
の
変
更
に
伴
う
登
録
申
請
書
記
載
事
項
変

更
届
及
び
事
業
規
程
変
更
届
」
の
未
提
出
、
二

「
事
業
規
程
の
内
容
、
計
量
管
理
者
（
主
任
計

量
者
）
の
変
更
に
伴
う
事
業
規
程
変
更
届
」
の

未
提
出
、
三
「
計
量
証
明
の
基
準
と
な
る
計
量

の
方
法
を
定
め
た
文
書
等
」
の
未
整
備
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
、
再
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
主
任
計
量
者
試
験
等

　

計
量
証
明
事
業
を
行
う
場
合
は
、
県
へ
の
登

録
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
条
件
の
一
つ
と
し

て
、
計
量
証
明
事
業
者
は
、
計
量
士
又
は
主
任

計
量
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

計
量
証
明
事
業
の
登
録
に
必
要
と
な
る
主
任

計
量
者
の
資
格
試
験
（
質
量
）
に
つ
い
て
は
、

六
月
と
十
一
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
予
定

で
す
。
受
験
に
は
、
計
量
協
会
で
実
施
す
る
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留

意
願
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
県
で
は
、
試
験
の

宮
城
県
計
量
検
定
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

６市 11町１村

栗 原 市 川 崎 町
登 米 市 柴 田 町
石 巻 市 大 河 原 町
富 谷 市 村 田 町
多 賀 城 市 七 ヶ 浜 町
塩 釜 市 大 郷 町
利 府 町 松 島 町
七 ヶ 宿 町 大 和 町　
蔵 王 町 大 衡 村

■
申
請
・
届
出
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と

　
　
手
数
料
納
付
に
お
け
る

　
　
　
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入



　

宮
城
県
計
量
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の

皆
様
に
は
、
仙
台
市
の
計
量
行
政
に
つ
き
ま
し

て
、日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
仙
台
市
の
計
量
行
政

　

仙
台
市
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
計
量
法
施
行

令
に
基
づ
き
特
定
市
の
指
定
を
受
け
、
仙
台
市

度
量
衡
検
査
所
を
仙
台
市
計
量
検
査
所
と
改
名

し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
に
は
現
在
の
日
の

出
町
に
移
転
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
に
仙
台
市
計
量
検
査
所
条
例
を

廃
止
し
、
計
量
検
査
所
を
計
量
検
査
器
材
保
管

室
に
名
称
変
更
。
同
時
に
一
般
社
団
法
人
宮
城

県
計
量
協
会
を
指
定
定
期
検
査
機
関
に
指
定
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
に
は
所
管
を
経
済
局
経
済
企

画
課
か
ら
市
民
局
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
移
管

し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
宮
城
県
計
量
協
会
が

定
期
検
査
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
計
量
器
定
期
検
査

　

適
正
な
計
量
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
計

量
法
に
基
づ
き
、
取
引
又
は
証
明
に
使
用
す
る

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
指
定
定
期
検
査
機
関
の
一
般
社
団
法
人
宮
城

県
計
量
協
会
が
実
施
）。
令
和
七
年
度
は
青
葉

区
・
太
白
区
に
あ
る
事
業
所
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
立
入
検
査

㈠　

商
品
量
目
立
入
検
査

　
　

全
国
計
量
行
政
会
議
の
依
頼
に
基
づ
き
、

中
元
期
・
歳
末
期
の
商
品
流
通
の
繁
忙
時
期

に
合
わ
せ
て
「
全
国
一
斉
商
品
量
目
立
入
検

査
」
を
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
度

の
立
入
検
査
で
は
、
一
部
店
舗
で
風
袋
量
の

引
き
忘
れ
に
よ
る
量
目
不
足
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

㈡　

特
定
計
量
器
の
立
入
検
査

　
　

定
期
検
査
対
象
外
計
量
器
で
、
検
定
有
効

期
間
の
定
め
の
あ
る
特
定
計
量
器
に
つ
い
て

立
入
検
査
を
実
施
し
、
不
備
が
あ
っ
た
場
合

は
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
の

検
査
で
は
、
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限

切
れ
、
不
明
瞭
な
証
印
、
電
気
子
メ
ー
タ
ー

の
有
効
期
限
切
れ
が
確
認
さ
れ
、
対
象
事
業

者
に
指
導
し
ま
し
た
。

　

ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
測
定
の
基

礎
研
修
会
を
今
年
度
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
日
　
　
時

　
令
和
七
年
一
月
二
十
二
日（
水
）　
十
三
時
〜

場
　
　
所

　
ア
エ
ル
「
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
階
・
大
研
修
室

定
　
　
員

　
三
十
名

申
込
締
切

　
一
月
十
四
日

　（
定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
）

一
　
測
定
の
基
礎

　

●
計
量
単
位

　

●
測
定
値
の
信
頼
性
（
不
確
か
さ
と
は
）

　

●
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

二
　
測
定
器
の
管
理

　

●
測
定
器
の
選
択

　

●
測
定
器
の
５
Ｓ

　

●
国
際
規
格
の
要
求

三
　
測
定
器
の
基
礎
知
識

　

●
質
量
と
質
量
計

　

●
温
度

四
　
長
さ
測
定
器
の
基
礎
知
識
と
使
い
方

　

●
ノ
ギ
ス

　

●
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ

　

●
測
定
実
習（
ノ
ギ
ス
・
外
側
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
）

　

●
そ
の
他
（
熱
膨
張
係
数
・
ブ
ロ
ッ
ク
ゲ
ー

ジ
等
）

　

●
測
定
の
べ
か
ら
ず
集
・
失
敗
例
を
含
む

令
和
六
年
度

測
定
の
基
礎
研
修
会
の
ご
案
内

消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
令
和
六
年
度
ト
ピ
ッ
ク

㈠　

五
月
の
消
費
者
月
間
に
あ
わ
せ
、
エ
ル
・

パ
ー
ク
仙
台
で
計
量
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

㈡　

九
月
一
日
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
二
〇
二
四
」
に
お
い
て
、

食
品
ロ
ス
の
計
量
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

㈢　

計
量
記
念
日
事
業
と
し
て
、
十
月
二
十
七

日
に
宮
城
県
計
量
検
定
所
、
一
般
社
団
法
人

宮
城
県
計
量
協
会
と
共
催
で
「
み
や
ぎ
計
量

の
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。



●
定
期
検
査

　

計
量
法
第
二
十
条
（
指
定
定
期
検
査
機
関
）

に
基
づ
く
、
仙
台
市
の
定
期
検
査
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●

特
定
計
量
器
の
代
検
査

　

計
量
法
第
二
十
五
条
（
定
期
検
査
に
代
わ
る

計
量
士
に
よ
る
検
査
）
に
よ
る
検
査
区
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

計
量
法
第
百
二
十
条
（
計
量
証
明
検
査
に
代

わ
る
計
量
士
に
よ
る
検
査
）
の
実
施
区
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
検
査
対
象
の
事
業
所
に
対
し
て
は
、
当
協
会

に
よ
り
事
前
に
検
査
日
程
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
検
査
を
受
け
て
い
な
い
事
業
所
・
店

舗
等
で
、
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い
る
計

量
器
を
お
持
ち
の
方
は
、
定
期
検
査
を
受
検
し

て
下
さ
い
。（
受
検
希
望
や
ご
質
問
は
、
当
協

会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。）

●
正
し
い
は
か
り
を
使
用
す
る
こ
と
、
計
量
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
つ

い
て
計
量
士
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

製
造
販
売
、
商
品
流
通

の
過
程
で
計
量
器
の
精
度

や
計
量
器
の
使
用
方
法
等

に
つ
い
て
、
従
業
員
の
皆

様
が
均
一
の
知
識
を
持
つ

こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
非

常
に
有
益
で
す
。

　

当
協
会
で
は
、
計
量
器
の
精
度
検
査
の
実
施

や
商
品
量
目
検
査
を
承
っ
て
い
ま
す
。

（
※
商
品
量
目
検
査
と
は
、
商
品
の
表
記
量
と

風
袋
量
を
引
い
た
実
量
の
検
査
で
す
。
商
品
量

目
公
差
内
に
あ
る
か
計
算
し
ま
す
。）

　

ま
た
、
計
量
士
に
よ
る
計
量
器
の
設
置
環
境

等
の
指
導
や
改
善
策
の
提
案
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

社
員
教
育
の
一
環
で
、
講
習
会
や
企
画
等
の

相
談
も
賜
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
も
し
く
は
お
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
十
二
月
、
仙
台
市

に
て
推
進
し
て
い
る
「
仙

台
自
分
づ
く
り
教
育
」
の

一
環
と
し
て
、
当
協
会
で

も
宮
城
野
中
学
生
三
名
の

職
場
体
験
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
分
銅
校
正
や
、
検

査
に
同
行
し
器
物
番
号
や

水
平
の
確
認
等
の
計
量
検

査
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
宮
城

県
計
量
検
定
所
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
タ
ク
シ
ー
検

定
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

計
量
士
の
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
今
、
若
者
が

計
量
と
い
う
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
か
ら
教
え

る
と
い
う
こ
と
で
仕
事
内
容
に
対
す
る
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
の
機
会
に
も
な
り
、
職
員
自
身
に
と
っ
て
も

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
巳
年
。
蛇
は
脱
皮
を
す
る
こ
と
か
ら

「
再
生
と
繁
栄
」の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々

も
常
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
年
を
重
ね
て
も

尚
、
柔
軟
な
思
考
を
持
ち
続
け
た
く
精
進
い
た
し

ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
長
・
松
倉
）

　

当
協
会
で
は
、
計
量
器
に
つ
い
て
左
記
の

ご
依
頼
や
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
お
客
様
は
、
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
書
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
頂
き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
下
さ
い
。
後

日
担
当
よ
り
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（http://w
w
w
.keiryo.net/

）

■
計
量
器
の
校
正

■
分
銅
の
校
正

■
計
量
管
理
（
量
目
検
査
や
精
度
検
査
等
）

■
一
軸
試
験
機
の
校
正

お　

し　

ら　

せ

編
集
後
記

令
和
七
年
度

　
定
期
検
査
・
代
検
査
実
施
区
域

対象区

仙台市

青
　
葉
　
区

太
　
白
　
区

対象市町村 実施時期（予定）

栗原市、石巻市、利府町  4 月、５月

登米市  6 月

大河原町、柴田町、川崎町
村田町、蔵王町、七ヶ宿町

 7 月

塩竈市、七ヶ浜町  7 月、8月

多賀城市、松島町、大郷町
大衡村

 8 月、9月

富谷市、大和町  9 月、10月

対象市町村

栗 原 市 七ヶ浜町

登 米 市 大河原町

石 巻 市 大 和 町

塩 竃 市 大 衡 村

多賀城市 仙台市太白区

富 谷 市

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ ？？

計
量
管
理

●法定検査の非該当年度に精度検
査を実施して、計量器の精度を
保ちたい。
●水回りでの計量作業が多いの
で、２年に１回の検査では故障
が不安。半年に１度点検の為、
検査をして欲しい。
●新入社員研修の一環として計量
器についての知識を深めたい。
●取引先と信用ある取引がしたい
ので、計量管理を徹底したい。

等

（依頼例）


